
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年２月12日

【四半期会計期間】 第40期第３四半期

(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

【会社名】 株式会社アール・エス・シー

【英訳名】 JAPAN RELIANCE SERVICE CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　重　安　　　宏

【本店の所在の場所】 東京都豊島区東池袋三丁目１番３号サンシャインシティ

【電話番号】 (03)5952-7211

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　　芳　賀　敏　晴

【最寄りの連絡場所】 東京都豊島区東池袋三丁目１番３号サンシャインシティ

【電話番号】 (03)5952-7211

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　　芳　賀　敏　晴

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所

　 (東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社　アール・エス・シー(E04978)

四半期報告書

 1/29



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第39期
第３四半期
連結累計期間

第40期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

第40期
第３四半期
連結会計期間

第39期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     10月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 5,468,9524,913,4501,837,3441,524,9187,280,999

経常利益 (千円) 68,280 17,370 18,231 2,130 108,109

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △52,393 △16,793 △14,100 8,824 7,457

純資産額 (千円) ― ― 1,208,8431,234,1041,258,494

総資産額 (千円) ― ― 3,716,3663,539,0033,870,013

１株当たり純資産額 (円) ― ― 411.84 420.46 428.77

１株当たり四半期(当期)
純利益又は四半期純損失
(△)

(円) △17.84 △5.72 △4.80 3.01 2.54

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 32.5 34.9 32.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 13,128 84,210 ― ― 54,643

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △108,238△115,641 ― ― △113,299

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 37,727△162,877 ― ― 119,501

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 825,066 749,186 943,295

従業員数 (名) ― ― 538 549 537

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、新株予約権付社債等潜在株式がないた

め記載しておりません。

３ 従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 549(690)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。なお臨時従業員数には人材サービス事業の稼動派遣スタッフ492名は含まれておりません。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 420(648)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。なお臨時従業員数には人材サービス事業の稼動派遣スタッフ492名は含まれておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産、受注の状況

当社グループは、役務提供を主体としているため、受注生産は行っておりません。このため、生産、受注

の記載は行っておりません。

　

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりでありま

す。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

建物総合管理サービス事業 1,188,256 △8.8

人材サービス事業 302,445 △39.5

介護サービス事業 34,216 1.1

合計 1,524,918 △17.0

　
(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりです。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

㈱サンシャインシティ 206,380 11.2 206,860 13.6

　
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

本文における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

（1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、一部の経済指標に持ち直しの兆しは見られるもの

の、2008年秋以降の急速な世界経済減速の影響が未だに残り、弱含みの景気動向のなか、円高の進行やマイ

ナスの需給ギャップ拡大によるデフレ懸念などから国内企業所得の環境改善は進まず、企業の雇用や消費

マインドも低調で不透明な状態で推移いたしました。

　こうした状況において、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品

質の向上に取り組むとともに、提案型営業を推進してまいりました。また、収益力向上に資するため外注費

等の原価管理の徹底に加え販売管理費の削減も徹底してまいりました。

　しかしながら、営業面におきましては景気低迷による影響が大きく、また、平成21年6月に子会社の主要取

引先である不動産関連企業が民事再生手続きの開始決定を受けたことによる営業体制の再構築に係る費用

の増加等もあり厳しい状況で推移いたしました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は15億2,491万円（前年同四半期比17.0％減）となりまし

た。また、利益面におきましては、経常利益が213万円（前年同四半期比88.3％減）となり、また、最終損益は

882万円の純利益（前年同四半期は四半期純損失1,410万円）となりました。

　

①建物総合管理サービス事業

　建物総合管理サービス事業につきましては、長引く景気低迷と先行きの不透明感が与える影響により、お

客さまからの更なるコスト削減の要請や契約の終了、改修工事等設備投資への先送りが増え、業界内での受

注競争はより一層厳しさを増しております。

　このような状況のもと、当社グループでは原価管理によるコスト削減を実施するとともに、新規活動の推

進並びに既存のお客さまへの提案型営業を強化し業績拡大に取り組んでまいりました。

　しかしながら、景気悪化によるお客さまからのコスト削減要請及び臨時案件の受注減少等の影響が大き

く、売上高は11億8,825万円（前年同四半期比8.8％減）となり、営業利益は8,219万円（前年同四半期比

29.6％減）となりました。

　

②人材サービス事業

　人材サービス事業につきましては、人材ビジネス業界において、有効求人倍率や完全失業率が過去最悪の

水準を推移し、また、企業の人材サービスに対する需要も低迷するという厳しい状況が続きました。

　このようななか、当社グループではお客さまに密着した深耕開拓を推進し、さらに、関西地区及び中部地方

への営業も積極的に進めてまいりました。

　しかしながら、お客さまからの契約終了や契約の縮小、派遣単価の見直し、また、新規要請では高度なニー

ズへの対応や競合他社との競争激化の影響等が大きく、売上高は3億244万円（前年同四半期比39.5％減）

となり、営業利益は704万円（前年同四半期比79.0％減）となりました。
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③介護サービス事業

　介護サービス事業につきましては、景気の低迷やヘルパーの仕事離れ等、介護サービス事業を取り巻く環

境は厳しい状況が続きました。

　このような状況の下、当社グループでは居宅介護支援事業並びに介護予防支援事業、介護認定調査業務及

び訪問介護事業を通して、お客さまにご満足をいただけるサービスを提供するため、介護職員処遇改善交付

金の制度を利用することによりヘルパーの処遇改善を積極的に行い、サービス品質の向上に努めるととも

に、お客さまの維持増加を図ってまいりました。また、ヘルパーの仕事離れの問題に対しては、ケアセンター

内部で介護担当者とヘルパーの間で協力連携体制を組み、ヘルパーの要員不足と利益の改善向上にも努め

てまいりました。

　この結果、売上高は3,421万円（前年同期比1.1％増）となり、営業利益は211万円（前年同四半期比77.0％

増）となりました。

　

　

（2）財政状態の分析

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、35億3,900万円となり、前連結会計年度末に比べ3億3,101

万円減少しました。主な要因は長期・短期借入金の返済や法人税他の諸税金及び配当金の支払い等により

現金及び預金が減少したこと等によるものです。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における負債は、23億489万円となり、前連結会計年度末に比べ3億662万円減

少しました。主な要因は長期・短期借入金及び仕入債務の減少等によるものです。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は、12億3,410万円となり、前連結会計年度末に比べ2,438万

円減少しました。主な要因は四半期純損失により利益剰余金が減少したこと等によるものです。
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（3）キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ1億9,410万円減少し、7億4,918万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得た資金は1億3,615万円（前年同四半期は1億165万円の獲得）となりました。これは主

に売上債権が減少したこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は4,170万円（前年同四半期は2,886万円の使用）となりました。これは主

に有形固定資産の取得を行なったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は7,678万円（前年同四半期は1億7,995万円の獲得）となりました。これ

は主に長期借入金の返済等によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間において、該当事項はありません。

　

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、依然先行きの不透明感を払拭できない経済状況の下、更にお客さま

のコスト削減が推進される厳しい状況で推移するものと思われます。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営

姿勢を貫き、原価管理にとどまらず販売管理費の削減強化など、コスト管理の意識を徹底し、加えてサービ

ス品質の向上に取り組み、提案型営業を推進することにより収益力の強化を図ってまいります。

　

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループの経営陣は、建物総合管理サービス、人材サービス、介護サービスの当社事業に関し、一時的

には景気の影響は受けるものの、将来的な社会的需要の伸びは継続するものと予想しております。しかしな

がら、業界内の競争、お客さまのコスト削減意識の強化による契約金額の引き下げ要求などは一段と激しさ

を増すとともに、警備業法、労働者派遣法、介護保険法などの当社グループの事業に関連した法律改正や規

制の強化が業績に影響を与える可能性を含んでいるものと認識しております。

　これらの状況を踏まえ、当社グループの今後の方針につきましては、高いサービス品質の提供を継続する

ことにより収益力を強化していくことはもちろん、コンプライアンスに対する意識の徹底を図るとともに、

当社グループに関係するステークホルダーの皆様に対する情報発信を積極的に実施してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,560,000

計 10,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,940,000 2,940,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は
100株であります。

計 2,940,000 2,940,000― ―

(注)  単元株式数は、平成21年８月３日付をもって、単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ─ 2,940 ─ 302,000 ─ 242,000

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    4,800

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,935,000
29,350 ─

単元未満株式
普通株式

200
― ─

発行済株式総数 2,940,000― ―

総株主の議決権 ― 29,350 ―

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式63株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アール・エス・シー

東京都豊島区東池袋
３－１－３

4,800 ─ 4,800 0.1

計 ― 4,800 ─ 4,800 0.1

(注)  当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(自己株式等)」欄に含めております。

　

　

２ 【株価の推移】

　

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 366 360 360 300 335 295 300 305 373

最低(円) 360 359 311 280 299 260 290 280 305

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,339,459 1,449,916

受取手形及び売掛金 614,411 800,666

有価証券 21,763 25,271

原材料及び貯蔵品 3,960 5,178

繰延税金資産 9,080 39,064

その他 46,797 46,592

貸倒引当金 △1,762 △2,431

流動資産合計 2,033,710 2,364,259

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 369,459 360,355

減価償却累計額 △218,953 △217,183

建物及び構築物（純額） 150,506 143,171

土地 364,693 364,693

その他 80,341 83,701

減価償却累計額 △58,769 △59,997

その他（純額） 21,571 23,704

有形固定資産合計 536,770 531,569

無形固定資産

借地権 47,121 47,121

ソフトウエア 158,824 160,122

ソフトウエア仮勘定 － 10,400

電話加入権 7,123 7,123

のれん 1,814 2,441

無形固定資産合計 214,885 227,209

投資その他の資産

投資有価証券 336,447 345,371

差入保証金 62,674 62,977

保険積立金 158,882 149,620

繰延税金資産 186,876 181,527

長期貸付金 2,014 2,177

その他 29,428 7,926

貸倒引当金 △22,686 △2,625

投資その他の資産合計 753,637 746,975

固定資産合計 1,505,292 1,505,754

資産合計 3,539,003 3,870,013
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 64,202 123,576

短期借入金 267,000 307,786

1年内返済予定の長期借入金 293,555 283,828

1年内償還予定の社債 33,400 133,200

未払費用 306,669 341,067

未払法人税等 3,764 23,758

未払消費税等 29,776 62,135

賞与引当金 17,105 69,020

その他 92,595 86,345

流動負債合計 1,108,068 1,430,718

固定負債

社債 166,600 100,000

長期借入金 428,200 507,038

退職給付引当金 458,483 424,039

役員退職慰労引当金 139,140 142,700

長期未払金 4,406 7,022

固定負債合計 1,196,830 1,180,800

負債合計 2,304,898 2,611,518

純資産の部

株主資本

資本金 302,000 302,000

資本剰余金 250,237 250,237

利益剰余金 707,248 738,716

自己株式 △1,729 △1,729

株主資本合計 1,257,756 1,289,225

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △23,651 △30,730

評価・換算差額等合計 △23,651 △30,730

純資産合計 1,234,104 1,258,494

負債純資産合計 3,539,003 3,870,013
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,468,952 4,913,450

売上原価 4,630,838 4,162,214

売上総利益 838,114 751,236

販売費及び一般管理費 ※
 747,842

※
 742,061

営業利益 90,272 9,174

営業外収益

受取利息 7,559 4,575

受取配当金 3,568 3,191

有価証券評価益 － 9,292

不動産賃貸料 2,337 2,393

為替差益 － 200

雑収入 9,156 8,459

営業外収益合計 22,622 28,111

営業外費用

支払利息 16,143 16,650

社債発行費 － 2,529

有価証券評価損 27,286 －

雑損失 1,183 735

営業外費用合計 44,613 19,915

経常利益 68,280 17,370

特別利益

固定資産売却益 284 －

貸倒引当金戻入額 － 156

移転補償金 － 34,028

投資有価証券償還益 1,032 －

受取保険金 － 12,500

特別利益合計 1,316 46,685

特別損失

固定資産除却損 1,874 110

貸倒引当金繰入額 － 20,182

事務所移転費用 － 19,699

投資有価証券償還損 － 3,648

投資有価証券評価損 68,034 8,598

特別損失合計 69,909 52,238

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△312 11,816

法人税、住民税及び事業税 36,956 7,150

法人税等調整額 15,125 21,459

法人税等合計 52,081 28,609

四半期純損失（△） △52,393 △16,793
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 1,837,344 1,524,918

売上原価 1,542,559 1,286,158

売上総利益 294,784 238,759

販売費及び一般管理費 ※
 261,588

※
 241,229

営業利益又は営業損失（△） 33,196 △2,470

営業外収益

受取利息 1,733 1,561

受取配当金 1,227 1,061

有価証券評価益 － 2,030

不動産賃貸料 715 753

為替差益 － 420

助成金収入 － 2,550

雑収入 2,494 1,585

営業外収益合計 6,171 9,962

営業外費用

支払利息 5,271 5,191

有価証券評価損 15,662 －

雑損失 201 170

営業外費用合計 21,135 5,362

経常利益 18,231 2,130

特別利益

移転補償金 － 34,028

受取保険金 － 12,500

特別利益合計 － 46,528

特別損失

固定資産除却損 1,766 85

事務所移転費用 － 19,699

投資有価証券評価損 14,158 5,598

特別損失合計 15,924 25,383

税金等調整前四半期純利益 2,307 23,275

法人税、住民税及び事業税 △14,191 △15,039

法人税等調整額 30,599 29,490

法人税等合計 16,407 14,451

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,100 8,824
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △312 11,816

減価償却費 26,443 44,322

のれん償却額 626 626

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,982 34,444

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,369 △3,560

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,551 △51,915

貸倒引当金の増減額（△は減少） △326 19,391

受取利息及び受取配当金 △11,127 △7,766

受取保険金 － △12,500

支払利息 16,143 16,650

社債発行費 － 2,529

為替差損益（△は益） － △200

有価証券評価損益（△は益） 27,286 △9,292

投資有価証券評価損益（△は益） 68,034 8,598

投資有価証券償還損益（△は益） △1,032 3,648

有形固定資産売却損益（△は益） △284 －

有形固定資産除却損 108 110

移転補償金 － △34,028

売上債権の増減額（△は増加） △30,016 186,255

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,373 1,218

仕入債務の増減額（△は減少） △18,758 △59,373

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,422 △32,358

その他 29,607 △40,430

小計 107,990 78,187

利息及び配当金の受取額 11,623 8,636

利息の支払額 △16,198 △15,573

移転補償金の受取額 － 34,028

法人税等の支払額 △90,288 △38,581

法人税等の還付額 － 5,012

保険金の受取額 － 12,500

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,128 84,210
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △422,037 △554,531

定期預金の払戻による収入 406,395 482,037

有価証券の償還による収入 20,000 6,890

有形固定資産の取得による支出 △18,146 △33,286

有形固定資産の売却による収入 728 －

ソフトウエアの取得による支出 △71,800 △19,294

投資有価証券の取得による支出 △23,272 －

貸付けによる支出 △12,326 △5,043

貸付金の回収による収入 12,353 5,697

投資有価証券の償還による収入 20,000 －

差入保証金の差入による支出 △12,126 △1,741

差入保証金の回収による収入 － 987

その他 △8,007 2,643

投資活動によるキャッシュ・フロー △108,238 △115,641

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 209,474 △40,786

長期借入れによる収入 45,000 159,000

長期借入金の返済による支出 △164,820 △228,111

社債の償還による支出 △33,400 △133,200

社債の発行による収入 － 97,470

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,616 △2,616

自己株式の取得による支出 △1,153 －

配当金の支払額 △14,756 △14,633

財務活動によるキャッシュ・フロー 37,727 △162,877

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △57,383 △194,108

現金及び現金同等物の期首残高 882,449 943,295

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 825,066

※
 749,186
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【継続企業の前提に関する事項】

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結会計期間

 (自　平成21年10月１日  至　平成21年12月31日)

　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「雑収入」に含めていた「助成金収入」は、営業外収益総額の

100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連

結会計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「助成金収入」は300千円であります。

 

　

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
 (自　平成20年４月１日  
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
 (自　平成21年４月１日  
 至　平成21年12月31日)

 
※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 76,552千円

給料手当及び賞与 308,776〃

賞与引当金繰入額 5,148〃

退職給付費用 12,022〃

役員退職慰労引当金繰入額 13,314〃

 
※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 73,813千円

給料手当及び賞与 307,927〃

賞与引当金繰入額 5,203〃

退職給付費用 11,888〃

役員退職慰労引当金繰入額 13,333〃
 

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

 
※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 25,310千円

給料手当及び賞与 102,788〃

賞与引当金繰入額 5,148〃

退職給付費用 4,509〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,426〃
 

 
※　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 24,346千円

給料手当及び賞与 95,819〃

賞与引当金繰入額 5,203〃

退職給付費用 3,695〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,701〃
 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,225,359千円

有価証券 34,641 〃

計 1,260,000千円

預入期間が３か月超の定期預金 △422,037 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △12,897 〃

現金及び現金同等物 825,066千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,339,459千円

有価証券 21,763 〃

計 1,361,222千円

預入期間が３か月超の定期預金 △595,731 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △16,304 〃

現金及び現金同等物 749,186千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,940,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,863

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 14,675 ５ 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
建物総合管理
サービス事業
(千円)

人材サービス
事業
(千円)

介護サービス
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,303,515499,97733,8501,837,344 ― 1,837,344

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 1,303,515499,97733,8501,837,344 ─ 1,837,344

営業利益 116,75733,503 1,197 151,458(118,262)33,196

　
(注)　１　事業区分の方法

　当社グループの事業区分はサービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分に属する主要な業務内容

　①　建物総合管理サービス事業……建物総合管理（警備保障、清掃、設備管理、オフィスサービス）業務

　②　人材サービス事業……情報管理、ファイリング、機器操作等の人材派遣業務、有料職業紹介業務

　③　介護サービス事業……介護サービス業務

　

　

当第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)

　
建物総合管理
サービス事業
(千円)

人材サービス
事業
(千円)

介護サービス
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,188,256302,44534,2161,524,918 ― 1,524,918

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 1,188,256302,44534,2161,524,918 ─ 1,524,918

営業利益又は営業損失(△) 82,191 7,041 2,118 91,352(93,822)△2,470

　
(注)　１　事業区分の方法

　当社グループの事業区分はサービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分に属する主要な業務内容

　①　建物総合管理サービス事業……建物総合管理（警備保障、清掃、設備管理、オフィスサービス）業務

　②　人材サービス事業……情報管理、ファイリング、機器操作等の人材派遣業務、有料職業紹介業務

　③　介護サービス事業……介護サービス業務
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
建物総合管理
サービス事業
(千円)

人材サービス
事業
(千円)

介護サービス
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,859,1531,506,147103,6515,468,952 ― 5,468,952

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 3,859,1531,506,147103,6515,468,952 ─ 5,468,952

営業利益 302,967104,433 5,839 413,240(322,968)90,272

　
(注)　１　事業区分の方法

　当社グループの事業区分はサービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分に属する主要な業務内容

　①　建物総合管理サービス事業……建物総合管理（警備保障、清掃、設備管理、オフィスサービス）業務

　②　人材サービス事業……情報管理、ファイリング、機器操作等の人材派遣業務、有料職業紹介業務

　③　介護サービス事業……介護サービス業務

　

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

　
建物総合管理
サービス事業
(千円)

人材サービス
事業
(千円)

介護サービス
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,681,2001,127,898104,3514,913,450 ― 4,913,450

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 3,681,2001,127,898104,3514,913,450 ─ 4,913,450

営業利益 234,23161,553 8,263 304,049(294,874)9,174

　
(注)　１　事業区分の方法

　当社グループの事業区分はサービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分に属する主要な業務内容

　①　建物総合管理サービス事業……建物総合管理（警備保障、清掃、設備管理、オフィスサービス）業務

　②　人材サービス事業……情報管理、ファイリング、機器操作等の人材派遣業務、有料職業紹介業務

　③　介護サービス事業……介護サービス業務
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【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計

期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４

月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12

月31日）

　当社グループには本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当

事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計

期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４

月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12

月31日）

　当社グループには海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

　

(有価証券関係)

　

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

　

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

420円 46銭
　

　 　

428円 77銭
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,234,104 1,258,494

普通株式に係る純資産額(千円) 1,234,104 1,258,494

普通株式の発行済株式数(株) 2,940,000 2,940,000

普通株式の自己株式数(株) 4,863 4,863

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 2,935,137 2,935,137

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 17円84銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載してお
りません。
　

１株当たり四半期純損失金額 5円72銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載してお
りません。
　

　
(注)  １株当たり四半期純損失金額算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 52,393 16,793

普通株式に係る四半期純損失(千円) 52,393 16,793

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) ─ ─

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 2,936,781 2,935,137
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 4円80銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載してお
りません。
　

１株当たり四半期純利益金額 3円01銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載してお
りません。
　

　
(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）(千円)

△14,100 8,824

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(千円)

△14,100 8,824

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) ─ ─

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 2,936,454 2,935,137

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社アール・エス・シー

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉   川   正   幸    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並   木   健   治    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アール・エス・シーの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アール・エス・シー及び連結子会社

の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社アール・エス・シー

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉   川   正   幸    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並   木   健   治    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アール・エス・シーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アール・エス・シー及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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